
【今後の展望】

・消費者に対して、連島ごぼう
の良さを、農協と生産者が消
費地にてＰＲしていきたい。

・地理的表示保護制度の認知
度の向上を期待し、さらに活
用していきたい。

・白肌ごぼう中早生系統品種を選定。

・連作障害を回避するために土壌消毒を
実施。

・排水対策として１メートルの深耕を行っ
ている。

・平成28年12月に「連島ごぼう」が地理的
表示（ＧＩ）として登録。

・新旬ごぼう、秋まきごぼう、春まきごぼう
の３つの作型により市場ニーズに対応。

【野菜】連島ごぼうのブランド化の取組（ＪＡ倉敷かさや） 【岡山県倉敷市※】

連島ごぼうに着目したポイント

・平成28年12月に地理的表
示保護制度で「連島ごぼう」
として登録。

・連島ごぼうは、肌が白く、ア
クが少なく、食味はやわらか
く、甘みがあり、食物繊維の
豊富な食材。

・「連島ごぼう」は、水島地域や倉敷地域のうち西阿知及
び大高の岡山県三大河川である高梁川支流の廃川地跡
で数メートルの砂が堆積する砂壌土で、生産される。

・中国四国地方で最大の「洗いごぼう」の産地となってい
る。

取組産地の概要

【地域の連携状況】
・ＪＡが中心となり、岡山
県の普及組織などと連携
し、安定生産技術の普及
を図るとともに、品質向上
のための機械等の整備、
地域の加工グループによ
る新商品開発などの取組
を支援。
・土壌診断に基づき、ＪＡ
がほ場ごとにアドバイス。
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・30～50才代の若手後継者は10人程度
おり、高齢化で作業が難しくなった農家
から作業を受託。

・河砂の利用による水田の畑地化も検討
しているが現状維持の状態（市街化区域
のため混住化が阻害要因）。
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【実績】
・栽培面積は、約15ha。

（平成29年）
・出荷量は、約500ｔ。

（平成28年）
・販売価格は、品質も良く、洗
いごぼうのため、他産地のご
ぼうの２～３割増で、ＧＩ登録
の効果も出てきている。

砂地で栽培されているごぼう

つらじま

連島ごぼう

※水島地域並びに倉敷地域のうち西阿
知及び大高


